
堤

康
夫

提
出

学
位
申
請
論
文

『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
資
料
と
研
究
』
審
査
報
告
書

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
の
特
質
は
、
全
て
新
出
の
資
料
に
基
づ
く
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
す
る
注
釈
史
の

研
究
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
資
料
は
い
ず
れ
も
申
請
者
架
蔵
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

そ
の
全
文
を
翻
刻
し
て
本
論
文
の
後
半
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
考
察
の
論
拠
と
な
っ
た
資
料
を

明
示
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
研
究
の
理
想
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
本
論
文
は
、
全
八
〇
〇
頁
の
う
ち
、「
論
考
編
」
と
「
資
料
編
」
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇

〇
頁
か
ら
な
る
、
大
部
の
研
究
書
で
あ
る
。

本
論
文
の
中
心
と
な
る
論
考
編
は
、
序
文
と
結
び
、
お
よ
び
三
章
（
第
一
章
「
国
学
者
の
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『
源
氏
物
語
』
研
究
」、
第
二
章
「『
源
氏
物
語
』
梗
概
書
に
関
す
る
諸
問
題
」、
第
三
章
「『
伊

勢
物
語
』『
古
今
和
歌
集
』『
竹
取
物
語
』
な
ど
の
注
釈
」）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
序
文
で
は
「
人
は
な
ぜ
注
釈
す
る
か
」
と
い
う
課
題
を
設
定
し
、
そ
の
答
え
を
以
下

の
六
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、〔
一
、
作
品
の
中
の
言
葉
や
、
作
品
に
描
か
れ
て
い

る
事
柄
が
わ
か
ら
な
く
な
る
場
合
〕
、〔
二
、
そ
れ
ら
が
将
来
わ
か
ら
な
く
な
り
そ
う
な
場
合
〕
、

〔
三
、
貴
族
社
会
が
そ
れ
ま
で
蓄
え
て
き
た
知
的
財
産
を
注
釈
書
の
形
で
保
存
し
よ
う
と
し
た

場
合
〕、〔
四
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
の
創
作
に
資
す
る
材
料
と
な
る
場
合
〕、〔
五
、
一
人

の
貴
族
な
り
、
そ
の
家
の
存
続
な
り
の
手
段
に
な
る
場
合
〕、〔
六
、
作
品
の
理
解
と
い
う
次
元

を
越
え
て
、
自
己
の
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
手
段
に
す
る
場
合
〕
で
あ
る
。
注
釈

書
を
作
成
す
る
上
に
、
以
上
の
六
つ
の
意
義
を
認
め
る
視
点
は
注
目
さ
れ
て
よ
く
、
特
に
〔
四
〕

〔
五
〕〔
六
〕
は
、
新
し
い
把
握
で
あ
り
、
注
釈
書
は
人
と
時
代
と
文
化
的
背
景
と
の
関
わ
り

か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
、
申
請
者
の
注
釈
書
に
対
す
る
研
究
上
の
基
盤
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
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「
論
考
編
」
の
第
一
章
「
国
学
者
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
」
は
、
以
下
の
七
節
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
節
「
国
学
者
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
│
│
そ
の
功
罪
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」

で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
国
学
者
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
と
意
義
を

確
認
し
た
上
で
、
そ
の
功
罪
を
論
じ
て
い
る
。
国
学
者
の
果
た
し
た
最
大
の
「
功
」
は
、『
源

氏
物
語
』
の
普
及
に
力
が
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
『
源
氏
物
語
』
を
味
読
す
る
た
め

に
、
評
論
の
基
準
を
打
ち
立
て
、
新
し
い
世
界
を
切
り
開
い
た
こ
と
、
俗
語
訳
を
目
指
し
つ
つ
、

わ
か
り
や
す
い
語
釈
・
解
釈
を
加
え
、
辞
書
や
系
図
、
年
立
な
ど
を
活
用
し
、
そ
の
結
果
、

『
源
氏
物
語
』
享
受
者
を
、
地
方
的
に
も
階
層
的
に
も
広
め
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
の
「
罪
」

の
面
で
は
、
末
流
に
至
る
に
つ
れ
て
、
実
際
の
『
源
氏
物
語
』
の
読
み
か
ら
離
れ
た
、
瑣
末
主

義
的
な
注
記
が
増
え
る
こ
と
、
師
弟
関
係
を
重
視
す
る
あ
ま
り
研
究
面
に
セ
ク
ト
主
義
的
な
傾

向
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。
第
二
節
「
荒
木
美
蔭
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』
の
紹
介

と
そ
の
価
値
」
は
、
江
戸
末
期
の
国
学
者
で
あ
る
荒
木
美
蔭
が
、
師
の
岩
崎
美
隆
が
『
源
氏
物

語
湖
月
抄
』（
北
村
季
吟
著
、
延
宝
三
年
刊

一
六
七
五
）
に
書
き
入
れ
た
注
釈
を
書
き
抜
い
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て
、
師
の
美
隆
説
の
要
点
を
ま
と
め
た
新
出
の
資
料
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』（
嘉
永
五
年

一
八
五
二
）
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
書
き
抜
か
れ
た
八
一
九
項
目
を
詳
細
に
検
討
す

る
こ
と
で
、
古
注
か
ら
八
点
、
新
注
か
ら
四
点
、
言
及
さ
れ
た
国
学
者
は
八
名
に
及
ぶ
こ
と
、

さ
ら
に
全
体
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
無
記
名
の
注
記
は
、書
き
抜
き
を
し
た
荒
木
美
蔭
が
、

自
ら
の
考
説
を
書
き
込
ん
だ
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
坂
の
鈴
屋
門
流
の
国
学
者
で
あ

る
村
田
春
門
、
そ
の
門
人
岩
崎
美
隆
、
そ
の
門
人
の
荒
木
美
蔭
と
い
う
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
幕
末
の
国
学
者
た
ち
の
文
化
的
な
活
動
を
明
ら
か
に

す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
第
三
節
「
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
に
よ
る
『
源

氏
物
語
』
注
釈
の
一
考
察
│
│
荒
木
美
蔭
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』
に
よ
る
│
│
」
は
、
前
節

を
受
け
て
、
荒
木
美
蔭
が
書
写
し
た
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
種
々
の
注

釈
書
や
国
学
者
の
中
か
ら
、
荒
木
美
蔭
の
師
で
あ
る
岩
崎
美
隆
、
そ
の
師
で
あ
る
村
田
春
門
な

ど
の
、
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
の
考
説
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
本
資
料
の
特
質

を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
学
者
の
考
説
の
数
は
、
岩
崎
美
隆
説
一
〇
五
項
目
、
真
淵
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説
四
六
項
目
、
村
田
春
門
説
五
項
目
、
石
川
雅
望
説
四
項
目
、
田
中
大
秀
・
村
田
春
海
・
加
藤

千
蔭
・
森
嘉
基
の
説
は
各
一
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
考
説
か
ら
、
従
来
、
そ
の
研
究
が
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
村
田
春
門
、
岩
崎
美
隆
そ
の
他
の
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
の
『
源
氏

物
語
』
研
究
の
あ
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
新
出
資
料
で
あ
る
『
源
氏
物
語
雅
言

抄
出
』
の
価
値
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
四
節
「
荒
木
美
蔭
書
き
入
れ
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』

の
紹
介
と
そ
の
価
値
」
で
は
、
申
請
者
架
蔵
の
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
あ
る
夥
し
い
数
の
、

朱
・
墨
を
交
え
た
注
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
の
注
記
は
、
岩
崎
美
隆
が
書
写
し
て
所
持
し
て

い
た
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
か
ら
、
そ
の
門
人
の
荒
木
美
蔭
が
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
転

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
第
一
の
特
徴
は
、
賀
茂
真
淵
の
考
説
で
、
そ
れ
ら
は
真
淵
の
著

『
源
氏
物
語
新
釈
』
が
成
立
す
る
に
至
る
過
程
を
想
定
で
き
る
資
料
で
あ
る
こ
と
。
特
徴
の
第

二
は
、
六
八
三
項
目
に
お
よ
ぶ
岩
崎
美
隆
の
ま
と
ま
っ
た
考
説
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
多
彩
な

文
献
資
料
を
引
用
し
つ
つ
『
源
氏
物
語
』
本
文
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
研
究
態
度
や
考
え
方
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
第
三
の
特
徴
は
、
村
田
春
門
・
村
田
春
海
・
藤
井
高
尚
・
清

─ ５ ─



水
浜
臣
な
ど
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
国
学
者
た
ち
の
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

の
発
言
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う
に
、
各
人
の
研
究
方
法
、
研
究
態
度
、
学
統
上
の

位
置
な
ど
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
実
態
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と

な
る
資
料
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
第
五
節
「
荒
木
美
蔭
書
き
入
れ
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
考

察
（
一
）
│
│
岩
崎
美
隆
説
に
つ
い
て
│
│
」
で
は
、
前
節
を
受
け
て
、
荒
木
美
蔭
が
書
き
入

れ
た
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
中
か
ら
、
美
蔭
の
師
で
あ
る
岩
崎
美
隆
の
六
八
三
項
目
の
考
説

を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
特
色
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、〔
一
、
多
彩
な
文
献
資
料
の
引

用
が
み
ら
れ
る
こ
と
〕、〔
二
、『
源
氏
物
語
』
の
本
文
が
随
所
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
〕、〔
三
、

師
村
田
春
門
と
の
問
答
が
み
ら
れ
る
こ
と
〕、〔
四
、
先
行
す
る
国
学
者
の
考
説
や
諸
注
釈
書
へ

の
批
判
や
評
価
が
み
ら
れ
る
こ
と
〕、〔
五
、
美
隆
に
よ
る
再
考
や
再
按
が
随
所
に
み
ら
れ
る
こ

と
〕、〔
六
、『
源
氏
物
語
』
中
の
語
の
、
俗
語
へ
の
置
き
替
え
が
随
所
に
み
ら
れ
る
こ
と
〕、

〔
七
、
『
源
氏
物
語
』
の
鑑
賞
や
評
価
の
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
〕
で
あ
り
、
従
来
、
『
源
氏
物
語
』

注
釈
史
の
研
究
の
中
で
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
岩
崎
美
隆
の
研
究
を
、
正
し
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く
位
置
づ
け
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。
第
六
節
「
荒
木
美
蔭
書
き
入
れ
『
源
氏
物

語
湖
月
抄
』
の
考
察
（
二
）
│
│
諸
国
学
者
の
説
に
つ
い
て
│
│
」
で
は
、
前
節
を
継
承
し
て
、

荒
木
美
蔭
の
書
き
入
れ
た
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
考
説
の
あ
る
村
田
春
門
・
村
田
春
海
・
壺

井
義
和
・
加
藤
千
蔭
ら
の
、
従
来
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
国
学
者
た
ち
の
考
説
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
加
藤
千
蔭
が
、
村
田
春
海
と
同
様
に
、
岩
崎
美
隆
に

批
判
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
鈴
屋
門
流
の
い
わ
ゆ
る
セ
ク
ト
主
義
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
、

橋
本
経
亮
説
に
み
ら
れ
る
文
献
資
料
の
多
用
、
藤
井
高
尚
説
に
み
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
本
文

へ
の
目
配
り
、
田
中
大
秀
説
、
石
原
正
明
説
に
み
ら
れ
る
俗
語
へ
の
置
き
替
え
な
ど
は
、
い
ず

れ
も
岩
崎
美
隆
の
研
究
態
度
に
近
い
。
た
だ
し
、
美
隆
の
研
究
態
度
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
研

究
を
総
合
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
美
隆
が
自
分
の
研
究
に
近
い
も
の
だ

け
を
所
蔵
の
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
書
き
入
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
態
度

は
当
時
の
国
学
者
た
ち
に
は
ご
く
一
般
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
す
る
。
第
七
節
「『
荒
木
美
蔭
大
人
家
集
』
に
関
す
る
研
究
│
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│
そ
の
『
源
氏
物
語
』
摂
取
に
つ
い
て
│
│
」
は
、
荒
木
美
蔭
の
孫
弟
子
（
美
蔭
の
門
人
神
谷

美
香
の
門
人
で
あ
る
早
田
種
容
）
筆
の
本
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
美
蔭
の
一
〇
九
首
の
和

歌
を
取
り
上
げ
た
論
で
あ
る
。
美
蔭
の
和
歌
の
多
く
は
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
を
踏

ま
え
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
就
中
、『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
成
果
が
、
語
句
の

摂
取
や
表
現
の
一
致
と
な
っ
て
表
れ
、
あ
る
い
は
雰
囲
気
の
類
似
と
な
っ
て
自
詠
の
中
に
溶
け

込
ん
で
い
る
な
ど
、
美
蔭
の
『
源
氏
物
語
』
の
成
果
が
、
彼
の
新
た
な
和
歌
創
作
の
源
泉
と
な

り
、
彼
の
歌
業
の
血
肉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
章
「『
源
氏
物
語
』
梗
概
書
に
関
す
る
諸
問
題
」
で
は
、
五
節
に
わ
た
っ
て
『
源
氏
物

語
』
の
梗
概
書
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
「
『
源
氏
小
鏡
』
の
表
現
と
そ
の
方
法
」
は
、

申
請
者
が
架
蔵
す
る
江
戸
中
期
の
写
本
『
源
氏
小
鏡
』
に
つ
い
て
、
梗
概
書
を
作
成
し
た
人
々

の
意
図
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。『
源
氏
小
鏡
』
は
、
作
者
・
成
立
と
も
に
未
詳
で
あ

る
が
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
最
も
流
布
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
梗
概
書
で
あ
る
。『
源
氏

小
鏡
』
の
伝
本
の
多
く
に
は
、
連
歌
の
寄
合
の
語
句
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
連
歌
の
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実
作
の
助
け
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
、
光
源
氏
が
生
存
す
る

巻
は
、
光
源
氏
を
中
心
と
す
る
梗
概
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
光
源
氏
の
没
後
は
、
薫
大
将

を
中
心
と
し
た
物
語
の
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
場
面
中
心
主
義
と
、
物
語
の

全
一
的
理
解
の
二
面
性
を
有
し
て
い
る
の
が
『
源
氏
小
鏡
』
の
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
は
江
戸
時

代
の
人
々
の
『
源
氏
物
語
』
表
現
の
受
容
の
仕
方
で
も
あ
り
、
そ
の
点
に
『
源
氏
小
鏡
』
が
流

布
し
た
原
因
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
説
く
。
第
二
節
「
架
蔵
『
源
氏
忍
草
』
に
関
す
る
考
察

（
一
）
│
│
そ
の
増
補
本
『
源
氏
小
鏡
』
な
る
こ
と
を
論
ず
│
│
」
で
は
、
申
請
者
架
蔵
の

『
源
氏
忍
草
』
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
、
一
霜
が
書
写
し
、
曇
�
（
連
歌
師
寿
阿
弥

の
号
）
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
北
村
季
吟
の
長
男
、
北
村
湖
春
の
『
源
氏
物
語
忍

草
』（
天
保
五
年

一
八
三
四
以
前
）
と
は
全
く
別
の
梗
概
書
で
、
増
補
本
『
源
氏
小
鏡
』
の

一
本
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
伝
本
は
極
め
て
稀
で
、
完
本
は
天
理
図
書
館
本
の
み
で
あ
る
こ
と
、

か
つ
、
本
書
は
そ
の
他
の
諸
資
料
と
接
触
を
重
ね
た
混
態
本
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
他
の
梗
概

書
と
の
関
わ
り
を
示
す
当
時
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
く
。
第
三
節
「
架
蔵
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『
源
氏
忍
草
』
に
関
す
る
考
察
（
二
）
│
│
そ
の
独
自
性
に
つ
い
て
│
│
」
で
は
、
前
節
に
続

い
て
『
源
氏
忍
草
』
の
独
自
性
を
、
和
歌
を
中
心
と
し
た
梗
概
部
分
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

『
源
氏
忍
草
』
に
は
、『
源
氏
物
語
』
中
に
は
認
め
ら
れ
な
い
独
自
の
異
文
を
有
す
る
六
六
首

の
和
歌
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
異
な
記
述
の
多
く
は
、
古
本
系
や
増
補
本
の
『
源
氏
小
鏡
』

を
誤
読
し
た
り
、『
源
氏
小
鏡
』
を
基
に
解
釈
を
加
え
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

『
源
氏
小
鏡
』
に
由
来
し
な
い
記
述
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、『
源
氏
忍
草
』
の
作
者
が
『
源

氏
物
語
』
本
文
を
整
然
と
、
よ
り
具
体
的
に
理
解
し
、
そ
の
理
解
に
基
づ
い
て
解
釈
し
よ
う
と

す
る
、
一
定
の
姿
勢
と
方
法
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
文
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
第
四
節
「
架
蔵

『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
関
す
る
考
察
（
一
）
│
│
所
引
『
六
家
集
』
よ
り
│
│
」
で
は
、

江
戸
時
代
中
期
に
、
養
老
庵
道
慶
が
著
し
た
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
あ
る
「
諸
本
抜
書
」

（
延
享
五
年

一
七
四
八
）
は
、
道
慶
が
『
源
氏
物
語
』
の
新
し
い
注
釈
書
を
編
む
場
合
の
素

材
に
な
る
も
の
を
集
め
た
メ
モ
・
ノ
ー
ト
集
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。『
六
家

集
』
と
は
藤
原
俊
成
『
長
秋
詠
藻
』（
一
一
七
八
）、
西
行
『
山
家
集
』（
一
一
九
〇
）、
藤
原
定
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家
『
拾
遺
愚
草
』（
一
二
一
六
）、
九
条
良
経
『
秋
篠
月
清
集
』（
一
二
〇
四
）、
藤
原
家
隆
『
壬

二
集
』（
一
二
三
七
）、
慈
円
『
拾
玉
集
』（
一
二
二
五
））
を
指
す
が
、
そ
れ
ら
か
ら
引
か
れ
て

い
る
計
一
一
七
首
の
和
歌
が
、『
源
氏
物
語
』
の
歌
語
や
表
現
を
ど
れ
だ
け
取
り
込
ん
で
い
る

か
を
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
中
期
に
、
す
で
に
「
源
氏
物
語
の
享
受
」
と
い

う
視
点
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
新
し
い
視
点
か
ら
の
注
釈
書
を
、
道
慶
が
編
も
う
と
し
て
い

た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
。
第
五
節
「
架
蔵
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
関
す
る
研

究
（
二
）
│
│
所
引
『
黄
葉
和
歌
集
』
と
『
徒
然
草
』
よ
り
│
│
」
で
は
、
前
節
に
引
き
続
き
、

養
老
庵
道
慶
の
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
諸
本
抜
書
」
を
取
り
上
げ
、
そ
こ

に
引
用
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
前
期
の
公
家
、
烏
丸
光
広
の
『
黄
葉
和
歌
集
』（
寛
永
一
三
年

一
六
三
六
）
二
〇
首
と
、
吉
田
兼
好
の
『
徒
然
草
』（
元
弘
元
年

一
三
三
一
頃
）
三
八
項

目
に
つ
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
や
表
現
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
細
か
く
検
討
を
加
え
て

い
る
。
そ
の
結
果
、『
黄
葉
和
歌
集
』『
徒
然
草
』
の
い
ず
れ
の
抜
書
も
、『
源
氏
物
語
』
と
何

ら
か
の
形
で
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
享
受
の
あ
り
方
を
示
す
注
記
と
し
て
、
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新
し
い
注
釈
書
を
編
む
場
合
の
素
材
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
三
章
「『
伊
勢
物
語
』『
古
今
和
歌
集
』『
竹
取
物
語
』
な
ど
の
注
釈
」
で
は
、
以
下
の
三

節
と
「
結
び
」
と
で
構
成
さ
れ
、『
源
氏
物
語
』
以
前
の
作
品
に
つ
い
て
の
注
釈
書
を
取
り
上

げ
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
「
二
条
家
の
物
語
・
和
歌
秘
説
集
に
関
す
る
一
考
察
│
│
架
蔵

『
三
書
秘
訣
』
を
中
心
と
し
て
│
│
」
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
二
条
家
の
秘
伝
書
と
し
て
最
も
知

ら
れ
て
い
る
村
上
文
庫
蔵
『
歌
秘
雑
集
』
と
、
申
請
者
が
架
蔵
す
る
新
出
資
料
『
三
書
秘
訣
』

（
墨
付
八
丁
）
と
が
共
有
す
る
「
源
氏
物
語
三
ヶ
之
伝
授
」
の
記
載
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
加

え
た
結
果
、『
三
書
秘
訣
』
も
二
条
家
の
秘
説
集
で
あ
る
こ
と
、『
歌
秘
雑
集
』
よ
り
も
、
鎌
倉

時
代
の
二
条
家
の
秘
説
を
、
古
い
面
影
を
残
し
つ
つ
伝
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、『
三
書
秘
訣
』

の
資
料
的
な
価
値
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
二
節
「
架
蔵
『
伊
勢
物
語
聞
書
』（
仮
題
）
に

関
す
る
考
察
│
│
中
院
通
村
の
講
釈
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」
で
は
、
申
請
者
架
蔵
の
資
料
『
伊
勢

物
語
聞
書
』（
仮
題
）（
慶
安
三
年

一
六
五
〇
）
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
公
家
、
中
院
通
村
が

行
っ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
（
慶
安
元
年

一
六
四
八
）
を
誰
か
が
聞
書
し
た
も
の
を
、
そ
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の
二
年
後
に
横
井
重
治
が
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
書

『
伊
勢
物
語
聞
書
』
の
最
大
の
価
値
は
、
二
条
流
の
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
に
お
け
る
二
段
階
的

な
行
き
方
、
つ
ま
り
初
学
者
向
け
に
は
冷
泉
家
流
古
注
を
交
え
て
、
い
わ
ば
面
白
お
か
し
く
講

じ
、
上
級
者
に
は
二
条
家
本
来
の
説
を
開
示
す
る
と
い
っ
た
行
き
方
が
、
実
際
の
講
釈
の
聞
書

の
中
に
見
い
だ
せ
る
点
に
存
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
第
三
節
「
荒
木
美
蔭
『
竹
取
翁
物
語

写
』
に
関
す
る
考
察
│
│
田
中
大
秀
『
竹
取
翁
物
語
解
』
と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
│
│
」
で

は
、
幕
末
の
国
学
者
荒
木
美
蔭
が
書
写
し
た
申
請
者
架
蔵
の
『
竹
取
翁
物
語
写
』
の
注
記
に
つ

い
て
、
そ
の
書
写
の
基
に
な
っ
た
田
中
大
秀
の
『
竹
取
翁
物
語
解
』
に
あ
る
注
記
と
の
比
較
を

通
し
て
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、『
竹
取
翁
物
語
写
』
に
は
、
荒
木
美
蔭
が
書
き

込
ん
だ
注
記
九
四
〇
項
目
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
田
中
大
秀
の
『
竹
取
翁
物
語
解
』
か

ら
の
抄
録
・
転
載
で
あ
り
、
荒
木
美
蔭
が
新
た
に
施
し
た
注
記
は
わ
ず
か
に
一
五
項
目
し
か
な

く
、
そ
れ
は
簡
明
な
注
記
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
、
特
筆
す
べ
き
は
転
載
し
た
注
記
の
九
五
％
が
、

『
竹
取
物
語
』
を
読
み
、
理
解
す
る
た
め
の
注
記
で
あ
る
こ
と
、
宣
長
の
『
源
氏
物
語
玉
の
小
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櫛
』
を
初
め
と
し
て
国
学
者
の
注
釈
書
に
は
「
読
み
」
へ
の
指
向
・
工
夫
が
み
ら
れ
た
が
、
美

蔭
の
『
竹
取
翁
物
語
写
』
に
も
、
同
様
の
注
釈
意
識
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
セ
ク
ト
主
義
的
立

場
に
拘
泥
し
な
い
比
較
的
公
平
な
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
詳
細
に
説
い
て
い
る
。

最
後
に
「
結
び
に
か
え
て

注
釈
史
研
究
の
意
義
の
一
端
│
人
と
時
代
と
│
」
は
、
本
論
文

で
論
じ
て
き
た
注
釈
書
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
の
ま
と
め
で
あ
る
。
注
釈
書
の
研

究
は
、
注
釈
に
関
わ
る
人
と
時
代
を
理
解
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、

日
本
に
お
け
る
学
問
の
歴
史
、
日
本
人
の
物
の
考
え
方
の
歴
史
を
考
え
、
最
終
的
に
は
日
本
人

の
精
神
史
の
解
明
に
至
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
そ
の
た
め
、
注
釈
書
を
古
典
作
品
を
理
解
す

る
一
助
と
し
て
参
看
す
る
の
で
は
な
く
、
人
と
時
代
の
反
映
と
し
て
の
要
素
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
注
釈
書
自
体
の
価
値
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
申
請
者
の
本
論
文
全
体
を

支
え
て
い
る
主
張
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

後
半
の
「
資
料
編
」
は
、
前
半
の
「
論
考
編
」
で
取
り
上
げ
て
き
た
、
申
請
者
が
架
蔵
す
る

六
編
の
写
本
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
編
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』、
第
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二
編
『
源
氏
忍
草
』、
第
三
編
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』、
第
四
編
『
三
書
秘
訣
』、
第
五
編

『
伊
勢
物
語
聞
書
』（
仮
題
）
、
第
六
編
『
竹
取
翁
物
語
写
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
編
の
翻
刻
は
、

「
論
考
編
」
で
の
論
述
の
基
礎
と
な
る
元
資
料
を
提
示
し
て
い
る
点
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

同
時
に
、
そ
の
全
て
が
申
請
者
の
架
蔵
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
の
研
究
を

前
進
さ
せ
る
新
資
料
で
あ
る
点
に
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
本
論
文
の
題
名
に
は
『
源
氏
物
語
注

釈
史
の
資
料
と
研
究
』
と
あ
る
よ
う
に
、「
資
料
」
を
「
研
究
」
よ
り
も
前
に
記
し
て
い
る
所

以
で
も
あ
る
。論

文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
資
料
と
研
究
』（
平
成
二
三
年
三
月
、
全
八
一
四
頁
、
新
典

社
）
は
、
申
請
者
に
と
っ
て
、『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
基
礎
的
研
究
』（
平
成
六
年
二
月
。
全
四

四
五
頁
、
お
う
ふ
う
）、『
源
氏
物
語
注
釈
史
論
考
』（
平
成
一
一
年
五
月
、
全
五
二
四
頁
、
新
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典
社
）
に
続
く
、
三
冊
目
の
著
書
で
あ
る
。

一
冊
目
は
、『
紫
明
抄
』『
異
本
紫
明
抄
』
な
ど
鎌
倉
時
代
以
降
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
書
に

つ
い
て
論
及
し
、
二
冊
目
で
は
中
世
か
ら
江
戸
時
代
に
わ
た
る
各
種
の
注
釈
書
を
取
り
上
げ
、

三
冊
目
の
本
論
文
で
は
、
岩
崎
美
隆
・
荒
木
美
蔭
の
師
弟
を
初
め
と
す
る
江
戸
時
代
後
期
の
注

釈
書
へ
と
研
究
が
及
ん
で
お
り
、
注
釈
書
研
究
の
上
で
有
機
的
な
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
。

本
論
文
の
特
徴
は
、
全
て
申
請
者
架
蔵
の
新
出
資
料
に
基
づ
く
研
究
で
あ
り
、
そ
の
全
文
を

翻
刻
し
て
本
論
文
の
後
半
に
掲
載
す
る
と
い
う
、
研
究
の
理
想
的
な
姿
を
示
し
て
い
る
こ
と
に

あ
る
。
本
論
文
は
約
八
〇
〇
頁
の
う
ち
「
論
考
編
」
と
「
資
料
編
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
〇
頁

に
及
ぶ
、
大
部
の
研
究
書
で
あ
る
。

本
論
文
の
中
心
と
な
る
「
論
考
編
」
は
、
大
き
く
三
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
第
一
章
「
国
学
者
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
」、
第
二
章
「『
源
氏
物
語
』
梗
概
書
に
関
す

る
諸
問
題
」
、第
三
章
「
『
伊
勢
物
語
』『
古
今
和
歌
集
』『
竹
取
物
語
』
な
ど
の
注
釈
」
で
あ
る
。

第
一
章
「
国
学
者
の
『
源
氏
物
語
』
研
究
」
は
七
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
節
「
国
学
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者
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
│
│
そ
の
功
罪
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
国

学
者
の
『
源
氏
物
語
』
注
釈
に
つ
い
て
の
功
罪
を
論
じ
る
。
最
大
の
「
功
」
は
『
源
氏
物
語
』

を
普
及
し
た
こ
と
、「
罪
」
は
、
師
弟
関
係
を
重
視
す
る
あ
ま
り
研
究
面
に
セ
ク
ト
主
義
的
な

傾
向
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。
第
二
節
「
荒
木
美
蔭
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』
の
紹

介
と
そ
の
価
値
」、
お
よ
び
第
三
節
「
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
に
よ
る
『
源
氏
物
語
』
注
釈

の
一
考
察
│
│
荒
木
美
蔭
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』
に
よ
る
│
│
」
で
は
、
岩
崎
美
隆
が
『
源

氏
物
語
湖
月
抄
』
に
書
き
入
れ
た
注
釈
を
、
そ
の
門
人
の
荒
木
美
蔭
が
書
き
抜
き
、
師
の
美
隆

説
の
要
点
を
ま
と
め
た
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』（
嘉
永
五
年

一
八
五
二
）
を
取
り
上
げ
て

論
じ
て
い
る
。
美
蔭
が
書
き
抜
い
た
八
一
九
項
目
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
大
坂
の
鈴
屋

門
流
の
国
学
者
で
あ
る
村
田
春
門
、
そ
の
門
人
岩
崎
美
隆
、
そ
の
門
人
の
荒
木
美
蔭
と
い
う
、

従
来
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
幕
末
の
国
学
者
た
ち
の
文
化
的

な
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
四
六

項
目
の
引
用
が
あ
る
賀
茂
真
淵
の
説
は
、真
淵
の
説
を
書
き
入
れ
し
た
村
田
春
門
の
所
持
本
を
、
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岩
崎
美
隆
が
書
き
写
し
、
更
に
そ
れ
を
荒
木
美
蔭
が
『
源
氏
物
語
雅
言
抄
出
』
に
書
き
抜
い
た

と
い
う
経
緯
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
真
淵
の
『
源
氏
物
語
新
釈
』
に
至
る
研
究
の
変
化
や

進
展
の
あ
り
よ
う
を
類
推
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
考
察
は
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
第
四

節
「
荒
木
美
蔭
書
き
入
れ
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
紹
介
と
そ
の
価
値
」、
第
五
節
「
荒
木
美

蔭
書
き
入
れ
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
考
察
（
一
）
│
│
岩
崎
美
隆
説
に
つ
い
て
│
│
」、
第

六
節
「
荒
木
美
蔭
書
き
入
れ
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
の
考
察
（
二
）
│
│
諸
国
学
者
の
説
に
つ

い
て
│
│
」
の
三
節
で
は
、
申
請
者
架
蔵
の
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
あ
る
夥
し
い
数
の
、
朱

・
墨
を
交
え
た
注
記
に
つ
い
て
詳
細
に
検
証
し
、
そ
の
特
質
を
述
べ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
湖

月
抄
』
は
、
岩
崎
美
隆
が
書
写
し
て
所
持
し
て
い
た
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
か
ら
、
そ
の
門
人

の
荒
木
美
蔭
が
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
転
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
資
料
の
特
徴
は
、

真
淵
の
著
『
源
氏
物
語
新
釈
』
が
成
立
す
る
に
至
る
過
程
を
想
定
で
き
る
こ
と
、
岩
崎
美
隆
の

六
八
三
項
目
に
お
よ
ぶ
考
説
か
ら
、〔
多
彩
な
文
献
資
料
の
引
用
〕、〔
随
所
に
引
用
さ
れ
た

『
源
氏
物
語
』
の
本
文
〕、〔
師
村
田
春
門
と
の
問
答
〕
な
ど
、
そ
の
研
究
態
度
や
考
え
方
が
確
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認
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
従
来
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
岩
崎
美
隆
の
『
源
氏
物
語
』
注

釈
史
の
研
究
を
、
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
資
料
の
発
掘
と
指
摘
は
、
江
戸
後
期
の
国
学
者
の

研
究
に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
第
七
節
「『
荒
木
美
蔭
大
人
家
集
』
に
関
す
る
研
究
│

│
そ
の
『
源
氏
物
語
』
摂
取
に
つ
い
て
│
│
」
は
、
美
蔭
の
一
〇
九
首
の
和
歌
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
の
研
究
が
、
美
蔭
の
新
た
な
和
歌
創
作
の
源
泉
と
な
り
、
歌

業
の
血
肉
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
く
。

第
二
章
「『
源
氏
物
語
』
梗
概
書
に
関
す
る
諸
問
題
」
で
は
、
五
節
に
わ
た
っ
て
『
源
氏
物

語
』
の
梗
概
書
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
「
『
源
氏
小
鏡
』
の
表
現
と
そ
の
方
法
」
は
、

江
戸
中
期
の
梗
概
書
の
写
本
『
源
氏
小
鏡
』（
作
者
・
成
立
と
も
に
未
詳
）
が
、
中
世
か
ら
近

世
に
か
け
て
最
も
流
布
し
た
理
由
は
、
連
歌
の
寄
合
の
語
句
の
指
摘
な
ど
、
連
歌
の
実
作
の
助

け
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
、
光
源
氏
が
生
存
す
る
巻
は
光
源

氏
を
中
心
と
し
、
光
源
氏
の
没
後
は
薫
大
将
を
中
心
と
し
た
物
語
の
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
場
面
中
心
主
義
と
、
物
語
の
全
一
的
理
解
の
二
面
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
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説
く
。
第
二
節
「
架
蔵
『
源
氏
忍
草
』
に
関
す
る
考
察
（
一
）
│
│
そ
の
増
補
本
『
源
氏
小
鏡
』

な
る
こ
と
を
論
ず
│
│
」、
第
三
節
「
架
蔵
『
源
氏
忍
草
』
に
関
す
る
考
察
（
二
）
│
│
そ
の

独
自
性
に
つ
い
て
│
│
」
で
は
、
申
請
者
架
蔵
の
梗
概
書
『
源
氏
忍
草
』
の
独
自
性
に
つ
い
て

論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、『
源
氏
忍
草
』
は
、
増
補
本
『
源
氏
小
鏡
』
の
一
本
で
あ
り
、
完
本
は

天
理
図
書
館
本
に
あ
る
の
み
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
、『
源
氏
物
語
』
中
に
は
認
め
ら
れ

な
い
独
自
の
異
文
を
有
す
る
六
六
首
の
和
歌
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
特
異
な
記
述
の
多
く
は
、

『
源
氏
物
語
』
本
文
を
理
解
し
た
上
で
解
釈
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
と
方
法
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
異
文
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
第
四
節
「
架
蔵
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
関
す
る
考
察

（
一
）
│
│
所
引
『
六
家
集
』
よ
り
│
│
」、
第
五
節
「
架
蔵
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
関

す
る
研
究
（
二
）
│
│
所
引
『
黄
葉
和
歌
集
』
と
『
徒
然
草
』
よ
り
│
│
」
で
は
、
江
戸
時
代

中
期
に
養
老
庵
道
慶
が
著
し
た
『
湖
月
抄
中
ノ
和
歌
集
』
に
あ
る
「
諸
本
抜
書
」（
延
享
五
年

一
七
四
八
）
は
、
道
慶
が
『
源
氏
物
語
』
の
新
し
い
注
釈
書
を
編
む
場
合
の
素
材
に
な
る
も

の
を
集
め
た
メ
モ
・
ノ
ー
ト
集
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。『
六
家
集
』
か
ら
引
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か
れ
た
計
一
一
七
首
の
和
歌
が
、『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
や
本
文
を
取
り
込
ん
で
い
る
実
態
を

検
証
す
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
中
期
に
、
す
で
に
「
源
氏
物
語
の
享
受
」
と
い
う
視
点
が
存

在
し
て
い
て
、
そ
の
新
し
い
視
点
か
ら
の
注
釈
書
を
、
道
慶
が
編
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
視
点
に
よ
る
道
慶
の
注
釈
書
は
見
出
さ
れ
て

い
な
い
が
、
江
戸
時
代
後
半
の
注
釈
姿
勢
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
へ
の
論
及
は
、
意
表
を
突
く

指
摘
で
あ
る
。

第
三
章
「『
伊
勢
物
語
』『
古
今
和
歌
集
』『
竹
取
物
語
』
な
ど
の
注
釈
」
で
は
、
以
下
の
三

節
に
よ
っ
て
、
三
作
品
の
注
釈
書
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
一
節
「
二
条
家
の
物
語
・
和
歌

秘
説
集
に
関
す
る
一
考
察
│
│
架
蔵
『
三
書
秘
訣
』
を
中
心
と
し
て
│
│
」
で
は
、
申
請
者
が

架
蔵
す
る
新
出
資
料
『
三
書
秘
訣
』（
墨
付
八
丁
）
は
、
鎌
倉
時
代
の
二
条
家
の
秘
伝
書
と
し

て
最
も
知
ら
れ
て
い
る
『
歌
秘
雑
集
』
よ
り
も
、
二
条
家
の
秘
説
の
古
い
面
影
を
残
し
つ
つ
伝

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
三
書
秘
訣
』
の
資
料
的
な
価
値
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
二
節
「
架
蔵

『
伊
勢
物
語
聞
書
』（
仮
題
）
に
関
す
る
考
察
│
│
中
院
通
村
の
講
釈
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」
で
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は
、
申
請
者
架
蔵
の
資
料
『
伊
勢
物
語
聞
書
』（
仮
題
）（
慶
安
三
年

一
六
五
〇
）
は
、
江
戸

時
代
前
期
の
公
家
、
中
院
通
村
が
行
っ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
講
釈
（
慶
安
元
年

一
六
四
八
）

を
横
井
重
治
が
書
き
写
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
資
料
の
価
値
は
、
二
条
流
の
『
伊
勢
物
語
』
講

釈
に
お
い
て
、
初
学
者
向
け
に
は
冷
泉
家
流
古
注
を
交
え
て
、
い
わ
ば
面
白
お
か
し
く
講
じ
、

上
級
者
に
は
二
条
家
本
来
の
説
を
開
示
す
る
と
い
う
や
り
方
が
見
い
だ
せ
る
点
に
あ
る
と
説
く
。

第
三
節
「
荒
木
美
蔭
『
竹
取
翁
物
語
写
』
に
関
す
る
考
察
│
│
田
中
大
秀
『
竹
取
翁
物
語
解
』

と
の
関
係
を
中
心
に
し
て
│
│
」
で
は
、
幕
末
の
国
学
者
荒
木
美
蔭
が
書
写
し
た
申
請
者
架
蔵

の
『
竹
取
翁
物
語
写
』
の
注
記
に
つ
い
て
、
そ
の
注
記
の
九
四
〇
項
目
の
大
半
は
、
田
中
大
秀

の
『
竹
取
翁
物
語
解
』
か
ら
の
抄
出
・
転
記
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
竹
取
物
語
』
を

読
み
、理
解
す
る
た
め
の
注
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、荒
木
美
蔭
の
注
釈
意
識
に
つ
い
て
論
じ
る
。

後
半
の
「
資
料
編
」
は
、
前
半
の
「
論
考
編
」
で
取
り
上
げ
て
き
た
、
申
請
者
が
架
蔵
す
る

六
編
の
写
本
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
翻
刻
は
、「
論
考
編
」
で
の
論
述
の
基
礎

と
な
る
元
資
料
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
全
て
が
申
請
者
の
架
蔵
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
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書
の
研
究
を
前
進
さ
せ
る
新
資
料
で
あ
る
こ
と
に
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。

最
後
に
「
結
び
に
か
え
て

注
釈
史
研
究
の
意
義
の
一
端
│
│
人
と
時
代
と
│
│
」
で
は
、

注
釈
書
の
研
究
は
、
注
釈
に
関
わ
る
人
と
時
代
を
理
解
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
日
本
に
お
け

る
学
問
の
歴
史
、
日
本
人
の
物
の
考
え
方
の
歴
史
を
考
え
、
最
終
的
に
は
日
本
人
の
精
神
史
の

解
明
に
至
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
注
釈
書
を
古
典
作
品
を
理
解
す
る
一
助
と
し
て

参
看
す
る
の
で
は
な
く
、
人
と
時
代
の
反
映
と
し
て
の
要
素
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
注
釈
書
自

体
の
価
値
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
江
戸
後
期
の
源
氏
物
語
注
釈
が
、
契
沖
・
真
淵
・
宣
長
な
ど

の
国
学
者
の
源
氏
物
語
研
究
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
、
源
氏
物
語
研
究
史
に
ど
の
よ

う
な
価
値
を
与
え
て
い
る
か
を
、
新
資
料
の
発
掘
と
そ
の
翻
刻
を
経
た
上
で
論
じ
て
お
り
、
意

欲
的
な
研
究
姿
勢
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
課
題
も
残
る
。
た
と
え
ば
、
国
学
者
に
と
っ
て
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
と
は
ど
の

よ
う
な
書
物
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
書
き
入
れ
を
弟
子
た
ち
が
書
き
写
す
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
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な
意
味
を
持
つ
の
か
と
い
う
、
注
釈
と
注
釈
書
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
光
源
氏

中
心
の
梗
概
書
『
源
氏
小
鏡
』
に
つ
い
て
、
光
源
氏
亡
き
後
の
宇
治
十
帖
の
部
分
に
つ
い
て
、

申
請
者
は
そ
の
記
述
内
容
を
指
摘
す
る
の
み
で
、
そ
の
注
釈
の
方
法
に
踏
み
込
も
う
と
し
な
か

っ
た
の
は
何
故
か
、
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
資
料
な
ど
を
用
い

て
考
察
す
る
用
意
が
あ
る
な
ど
、
更
な
る
研
究
の
進
展
が
期
待
で
き
る
。

以
上
の
審
査
結
果
か
ら
、
本
論
文
の
提
出
者
堤
康
夫
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ

ら
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

豊

島

秀

範

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

針

本

正

行

◯印

副
査

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

田

坂

憲

二

◯印
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